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日本の携帯電話の通話料金は
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基本的な考え方基本的な考え方

11分当たりの料金の比較（分当たりの料金の比較（20062006年年1212月）月）

出典:  証券会社レポート
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注）料金＝ARPU／通話時間で算出したもの

日本の携帯電話の通話料金は、国際的にも高い。日本の携帯電話の通話料金は、国際的にも高い。日本の携帯電話の通話料金は、国際的にも高い。
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通話料金の推移通話料金の推移【【日米比較日米比較】】

※1）出典：総務省資料、au/SBMの料金（NTTドコモ：36円） ※2）1998：NTTドコモの発表値、20071Q：NTTドコモとauの発表値を平均化

日本の通話料金は変わらず、通信時間は減少傾向。日本の通話料金は変わらず、通信時間は減少傾向。日本の通話料金は変わらず、通信時間は減少傾向。

出典: FCC Competition Reports

日本日本

米国は、収入の低下に相応して、通信時間が上昇。米国は、収入の低下に相応して、通信時間が上昇。米国は、収入の低下に相応して、通信時間が上昇。

４０円４０円 ４０円４０円※※11

19981998 20072007

１５５分１５５分 １４０分１４０分

19981998 20072007 1Q1Q

＄０．２９＄０．２９ ＄０．０７＄０．０７

19981998 20052005

１３６分１３６分 ８２０分８２０分

19981998 20052005 4Q4Q

通話料金（通話料金（11分）分）
（携帯間）（携帯間）

米国米国

通信時間通信時間
（ＭＯＵ）（ＭＯＵ）※※22

通信時間通信時間
（ＭＯＵ）（ＭＯＵ）

平均収入平均収入
（（11分あたり）分あたり）

横ばい横ばい横ばい

減少減少減少

低下低下低下

上昇上昇上昇
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プラットフォーム機能のオープン化・共通化プラットフォーム機能のオープン化・共通化333

支配的事業者の接続料金の適正化支配的事業者の接続料金の適正化

ＭＶＮＯの推進ＭＶＮＯの推進
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1.1.支配的事業者の接続料金の適正化（支配的事業者の接続料金の適正化（11））

モバイルの接続料金は、低廉化が必要。モバイルの接続料金は、低廉化が必要。モバイルの接続料金は、低廉化が必要。

接続料金の低廉化は、利用者料金の低廉化を促進させる。接続料金の低廉化は、利用者料金の低廉化を促進させる。接続料金の低廉化は、利用者料金の低廉化を促進させる。
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NTT固定

NTTドコモ

au(KDDI)

接続料金

利用者料金

音声通話：接続料金とユーザ料金の比較（３分）音声通話：接続料金とユーザ料金の比較（３分）

・接続料金：・接続料金：NTTNTTドコモ⇒平均接続料金（ドコモ⇒平均接続料金（NTTNTTドコモ発表資料）ドコモ発表資料） 、、auau（（KDDIKDDI）⇒）⇒NTTNTTドコモの接続料金を参考に算出ドコモの接続料金を参考に算出

・ユーザ料金：・ユーザ料金： NTTNTTドコモ⇒タイプドコモ⇒タイプLLLL 、、KDDIKDDI（（au)au)⇒⇒プランプランLLLL

・・NTTNTT接続料金：接続料金：GCGC接続接続

円
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① NTT東西同様に、適正性チェックスキームを導入すべき。①① NTTNTT東西同様に、適正性チェックスキームを導入すべき。東西同様に、適正性チェックスキームを導入すべき。

固定系（第固定系（第11種指定）種指定）

接続約款認可接続約款認可

ＬＲＩＣによる接続料金の算定ＬＲＩＣによる接続料金の算定

接続会計の適用接続会計の適用

接続約款届出接続約款届出
接続に関する

規制

接続に関する接続に関する

規制規制

移動系（第移動系（第22種指定）種指定）

接続料金の透明性を高めるべき

・接続会計の適用

・接続料金の認可への変更

接続料金の透明性を高めるべき接続料金の透明性を高めるべき

・接続会計の適用・接続会計の適用

・接続料金の認可への変更・接続料金の認可への変更

1.1.支配的事業者の接続料金の適正化（支配的事業者の接続料金の適正化（22））

②端末販売奨励金の取扱い⇒
会計上で明確にし、接続料金に含めないとする報告書（案）に賛成。
あわせて、端末開発及びコンテンツ開発費用の取扱いも明確にすべき。

②端末販売奨励金の取扱い⇒②端末販売奨励金の取扱い⇒
会計上で明確にし、接続料金に含めないとする報告書（案）に賛成。会計上で明確にし、接続料金に含めないとする報告書（案）に賛成。
あわせて、端末開発及びコンテンツ開発費用の取扱いも明確にすべき。あわせて、端末開発及びコンテンツ開発費用の取扱いも明確にすべき。
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22．．ＭＶＮＯのＭＶＮＯの推進（推進（11））

支配的事業者には、提供条件のオープン化を義務化すべき。支配的事業者には、提供条件のオープン化を義務化すべき。支配的事業者には、提供条件のオープン化を義務化すべき。

支配的事業者支配的事業者

（（MNOMNO））
MVNOMVNO

すでに実績がある場
合は、その実績を約
款化すべき

すでに実績がある場すでに実績がある場
合は、その実績を約合は、その実績を約
款化すべき款化すべき

卸売料金の卸売料金の

開示・約款化開示・約款化

基本料金

通話料金

データ通信料金

基本料金基本料金

通話料金通話料金

データ通信料金データ通信料金
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22．．ＭＶＮＯのＭＶＮＯの推進（推進（22））

ＮＴＴドコモＮＴＴドコモ

￥４５／￥４５／33分分※※11

MVNOMVNO価格価格

￥￥1515／／33分分 ￥￥8.58.5／／33分分

固定電話固定電話

STEP2STEP2

ターゲットターゲット

通話料金部分の水準通話料金部分の水準

卸売料金の設定の考え方卸売料金の設定の考え方

ＳＴＥＰＳＴＥＰ11

ＳＴＥＰＳＴＥＰ22

接続料金と同水準の料金設定接続料金と同水準の料金設定 ⇒⇒ ￥￥33.6/333.6/3分分※※22

接続料金の低廉化接続料金の低廉化 ⇒⇒ ￥￥15/315/3分を実現分を実現

支配的事業者は、低廉なＭＶＮＯ向け卸売料金を設定すべき。支配的事業者は、低廉なＭＶＮＯ向け卸売料金を設定すべき。支配的事業者は、低廉なＭＶＮＯ向け卸売料金を設定すべき。

料金設定の進め方（案）料金設定の進め方（案）

※※22））NTTNTTドコモの平均接続料金（ドコモの平均接続料金（NTTNTTドコモ発表資料より）ドコモ発表資料より）

MVNOMVNO価格価格

￥￥33.633.6／／33分分

STEP1STEP1

ターゲットターゲット

※※11）タイプ）タイプLLLLの料金の料金
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3.3.プラットフォーム機能のオープン化・共通化（プラットフォーム機能のオープン化・共通化（11））

水平分業モデルを促進させ、新しい市場を創出すべき。水平分業モデルを促進させ、新しい市場を創出すべき。水平分業モデルを促進させ、新しい市場を創出すべき。

モバイルモバイル

コンテンツコンテンツ

プロバイダプロバイダ

【【固定系固定系】】レイヤー型レイヤー型

コンテンツコンテンツ

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

通信通信

融合融合 【【モバイルモバイル】】垂直統合垂直統合

インフラインフラ

多様なプレイヤーによる多様なサービスが進展多様なプレイヤーによる多様なサービスが進展多様なプレイヤーによる多様なサービスが進展

MVNOの推進MVNOMVNOの推進の推進

プラットフォーム
機能の分離

プラットフォームプラットフォーム
機能の分離機能の分離
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ン
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ッ
ト
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ン
タ
ー
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ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

光ﾌｧｲﾊﾞ光ﾌｧｲﾊﾞ光ﾌｧｲﾊﾞ メタルメタルメタル

FTTHFTTHFTTH ADSLADSLADSL

固定固定固定 モバイルモバイルモバイル
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3.3.プラットフォーム機能のオープン化・共通化（プラットフォーム機能のオープン化・共通化（22））

支配的事業者は、プラットフォーム機能の共通化を実現すべき。支配的事業者は、プラットフォーム機能の共通化を実現すべき。支配的事業者は、プラットフォーム機能の共通化を実現すべき。

【【他社他社】】

通信サービス通信サービス

【【ＮＴＴドコモ：共通化イメージＮＴＴドコモ：共通化イメージ】】

iiモードモード

コンテンツコンテンツ

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

通信通信

インフラインフラ

通信サービス通信サービス

【【ＮＴＴドコモＮＴＴドコモ】】

ａ
ｕ
ａ
ｕ

Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ

Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ

iiモードモード

【【ＮＴＴドコモＮＴＴドコモ】】

ただし、ＮＴＴグループ内のＯＣＮ等との連携は行うべきでない。ただし、ＮＴＴグループ内のＯＣＮ等との連携は行うべきでない。

Ｓ
Ｂ
Ｍ

Ｓ
Ｂ
Ｍ

イ
ー
・
モ
バ
イ
ル

イ
ー
・
モ
バ
イ
ル

インターフェイスのオープン化インターフェイスのオープン化

インターフェイスの共通化インターフェイスの共通化

・メールポータビリティ・メールポータビリティ

・コンテンツポータビリティ・コンテンツポータビリティ
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その他その他 1.1. 周波数割当周波数割当

周波数割当は、事業者に対して公平であるべき。周波数割当は、事業者に対して公平であるべき。周波数割当は、事業者に対して公平であるべき。

２．５GHｚの新規割当は、モバイルブロードバンドの将来を見据

えながら、公平かつ透明に行うべき。

２．５２．５GHGHｚｚの新規割当は、モバイルブロードバンドの将来を見据の新規割当は、モバイルブロードバンドの将来を見据

えながら、公平かつ透明に行うべきえながら、公平かつ透明に行うべき。。

NTTNTTドコモドコモ

au (KDDI)au (KDDI)

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾓﾊﾞｲﾙｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾓﾊﾞｲﾙ

イー・モバイルイー・モバイル

IPIPモバイルモバイル

TotalTotal

5858

3030

00

00

800MHz800MHz

00

8888

1.5Ghz1.5Ghz 1.7GHz1.7GHz 2GHz(FDD)2GHz(FDD) 2GHz(TDD)2GHz(TDD) TotalTotal

1111

2020

2323

00

00

5454

1010

00

00

1010

00

2020

4040

3030

4040

00

00

110110

00

00

00

00

1515

1515

119119

8080

6363

1010

1515

313313

1.9GHz1.9GHz

00

00

00

00

00

2626

PHSPHS 00 00 00 00 00 26262626

【【周波数割当状況周波数割当状況】】
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その他その他 2.2. 端末販売奨励金と端末販売奨励金とSIMSIMロックロック

過大な端末販売奨励金は、デメリットが大きい。過大な端末販売奨励金は、デメリットが大きい。過大な端末販売奨励金は、デメリットが大きい。

キャリア／キャリア／

OperatorOperator
メーカ／メーカ／VendorVendor技術開発費技術開発費

R&DR&D、、RFPRFP

国際競争力が
上がらない。

国際競争力が国際競争力が
上がらない。上がらない。

量販店量販店量販店

端末販売奨励金端末販売奨励金
・接続料金及びＭＶＮＯ卸料金への算入。

・利用者料金の高止まり。

・接続料金及びＭＶＮＯ卸料金への算入。・接続料金及びＭＶＮＯ卸料金への算入。

・利用者料金の高止まり。・利用者料金の高止まり。

ＳＩＭロック解除の法制化は、実現すべき。ＳＩＭロック解除の法制化は、実現すべき。ＳＩＭロック解除の法制化は、実現すべき。
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その他その他 3.3. 鉄塔等の設備シェア鉄塔等の設備シェア

支配的事業者は、ネットワークのオープン化をはかるべき。支配的事業者は、ネットワークのオープン化をはかるべき。支配的事業者は、ネットワークのオープン化をはかるべき。

固定系（第固定系（第11種指定）種指定）

なしなし物理層への

規制

物理層への物理層への

規制規制

移動系（第移動系（第22種指定）種指定）

コロケーションコロケーション

バックボーンバックボーン

（中継ダークファイバ）（中継ダークファイバ）

加入ダークファイバ加入ダークファイバ

自前工事自前工事

ドライカッパドライカッパ

加入ダークファイバ加入ダークファイバ

新たに検討が必要なルール

・鉄塔の共用（接続約款化）

・バックボーンのアンバンドル（接続約款化）

新たに検討が必要なルール新たに検討が必要なルール

・鉄塔の共用（接続約款化）・鉄塔の共用（接続約款化）

・バックボーンのアンバンドル（接続約款化）・バックボーンのアンバンドル（接続約款化）
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プラットフォーム機能のオープン化・共通化プラットフォーム機能のオープン化・共通化プラットフォーム機能のオープン化・共通化

接続料金の低廉化接続料金の低廉化接続料金の低廉化

総括総括

MVNO料金の低廉化MVNOMVNO料金の低廉化料金の低廉化

利用者料金の低廉化を実現するために、支配的事
業者に対して、３つの施策を進めるべき。
利用者料金の低廉化を実現するために、支配的事利用者料金の低廉化を実現するために、支配的事
業者に対して、３つの施策を進めるべき。業者に対して、３つの施策を進めるべき。

今後の周波数割当については、事業者間の公平性
を確保すべき。
今後の周波数割当については、事業者間の公平性今後の周波数割当については、事業者間の公平性
を確保すべき。を確保すべき。
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